
　ﾉかﾗ

ＮＰＯ法人留学生と語り合う会(ＲＫＫ)

ｊＶＱ．５Ｊ

　　jlぽニュｰ;Ｚ（２ｏ１４年新年号）

Relationshipand Kindness are the Kings ofpeace

　　　　魅惑の日本文化を体験しよう

－Let｀sexperiencefascinatingJAPANESE CULTURE

　　　　　　　　【RKK初の文化祭開催】

　　　(The firstRKK Cultura1 Festivalwas held )

月１７日、ＲＫＫファミリー交流グループ主　１１月１７日、ＲＫＫ

催で文化祭を初めて、留

学生およびその家族約１

５人、日本人３０余人の

参加を得て、かながわ県

民センター２階のかなが

わ国際ファンクラブで開

催しました。

　茶道コーナーでは着物姿の会員がお茶をたて、日

本茶道の真髄を味わうことができました。

　書道コーナーでは筆を初めて持った人が多く、各

人の名前を漢字で書きその意味を聞いて楽しみまし

た。

　囲碁、将棋は留学生にとって難しい面もあります

が、その奥深い世界の一端を垣間見ることができま

した。

　折り紙では１枚の紙から、また綾取りでは１本の

糸から色々なものを作ることができ、その不思議さ

と面白さを体験しました。

　似鐘絵も実物そっくりに書いてもらい良い記念に

　会場は熱気に包まれ、日本人も留学生も一銘にな

ってそれぞれの催し

ものを賑やかに楽し

むことができました。

　ＲＫＫでは今後と

も身近な日本の伝統

文化を紹介すべく文

化祭などの各種催し

物を行っていく予定です。（機屋Ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　ファミリー交流グループ

　17th.Nov､2013、RKK Family Koryu Group

hosted RKK JapaneseCultura1 Festival at

Kanagawa lnternational Fan Club in Kanagawa

Kenmin Center 2nd noor、 lnternational students

and their fammes (about 15 persons)and Japanese

participants(more than 30 persons)visited.

　At Japanese TEA CEREMONY corner RKK

memberswho訊/erexvearing Kimono hosted the

guests and guests experiencedJapaneseTEA

CEREMONY's essence.

　At Japanese CALLIGRAPHY corner､ most

guests from foreigncountries wrote theirnalTles

by Kanji using ink brush for the first time and

enjoyedthemeaningoftheKanjiwhichthey

wrote.

　IGO and SHOGl are dimcult games for lnter･

national students in some cases、 theycan

experiencethe deep world of IGO and SHOGI｡

　0RIGAMl and AYATORl showed their wonder

of making various things from just one paper

(ORIGAMI)orone rope(AYATORI).

　As commemorative gifts、participants had their

portrait drawn｡

　The festival site had hot and good mood、

foreignersandJapaneseenjoyedeachevents a11

together.

　RKK has plans having cultural events to

introduce Japanese traditional culture existing

around daily life in Japan｡

　　　XVritten by Mr. Tokuya(恥anslatedbyKazumiAoki)

　第５回日本語指導カプラシュアップ講習会

日時：２０１４年２月１１日（火･祝）13:30～16:30

会場：かながわ県民センター304号室（3F）

講師：河島ゆりか先生

内容：中上級学習者指導のために知っておくべきこと

申込先（e一瓢目）sakurttudakei@ybb.ne.jp（津田）

　　　　（fax.）045-316-5220（岩科）
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はんせいかい　しきしゃ　ｶりしょうだんみなさま　そうぐう　さいかんげき
反省会で指揮者や合唱団の皆様と遭遇し再感激！

昂i1毎１グ４－プ・iμ砧ｈＡＪ４びｶ､lf。、iuoa一雨ilzなっ･cきた読;がぶ。ii､ﾆ、

留学生や会員の皆さんと一緒に参加しました。今回は、昨年１０月

２７日(日)に、紅葉ケ丘にある神奈jll県立音楽堂で開催された

　　ｉｌｌｄｉせいたん　　ねんよこ●よ9　　か1s●ねんiんそうかl･　｢ヴェルヂィ生誕２００年：横響６５０回記念演奏会｣です。

　参加者は、陳前前(杏林大学)さん、車方(瞳前前さんの友人)さん、

王広波(横国大学院)さん、劉進志(東大博士コース)さん､大田理事長、

村田さん、鈴木さんでした。

　当日はヴェルディ生誕２００年にちなんで、ヴェルディの歌劇

　｢椿姫｣の前奏曲と、同じくヴェルディの感動的な教会音楽

　ｒ●ｑｕｉ●■　えんそ弓　｢レクイエム｣が演奏されました。

特にレクイエムは､横響の管弦楽団と４人の

匹亘］

　特にレクイエムは、槙響の管弦楽団と４人の独I昌【ソフラノ・メゾソフラノ・テノール・バス】、更に舞台後部が

いっぱいに埋め尽くされるほどの男女の合唱団で構成され､艶がこもった迫力満点の演奏でした｡一般の管弦楽で

は聴＜ことができない独唱や合唱団の歌声に、あいにく言葉が分かりませんでしたがコンサートは初めての体験

という劃進志さんはもとより、留学生の皆さんも大変満足された様子でした。

　コンサートの余韻に浸りながら､桜木町駅近くの居酒屋に立ち寄り反省会の小酌で気勢を上げていたところ、鎬

　曽磨11tり　Ｌ嗇Ｌ仙　1Uなか暗１●Ｌ　ｊ･き1･　暗1巳ょ5L●つ曼ん　　よこ¦まiこ（Sいｌｌｓｌ

ｇｌｕｈttp://www.5.み

の席に当日の指揮者の飛永悠佑輝氏ご夫妻と、友精出演された横浜国大グリークラプｏ日合唱団のご一行がお見

えになり、幸いにも皆様と歓談することができました。

　さらに、飛永ご夫妻に一緒に記念撮影をお願いしたところ快く応じて頂き、思わぬ幸運に全長大感激でした。

想定外の“おまけ（Bonus）”に遭遇Ｌラッキー（Lucky）！＆ハッピィー（Hsppy）！な鑑賞会になりました。

　このような幸運に恵まれたのは、きっと当日参加の皆さんの日ごろの心がけが良かったものと思われますが、

今後も鈴木さんやＲＫＫニュースなどで案内があると思いますので、興味がある方は是非、ご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【北地区交流会山口記】

　　　　　　ＫＡＮＡＦＡＮ交流会２０１３に参加！　　　　　　　　　・

きくねんじ吻弓いちがり121●弓ごとち　　　　　　名４　　　よこ･S　　　　こ4iLI　　　　’　　　　一一．.　　か．
昨年の１１月２５日に､みなとみらい地区のJICA横浜で､かながわ国際ファン　、　　　　　●　　　.

　Llaい　　　　　こ引丿吻iかい　DQ　　　　　liんL●a鮭いかんれんだん赴t･　やく　ｄ!’

．“Ｉ　　　　．･

クラプ主催のＫＡＮＡＦＡＮ交流会が間かれ、留学生、研修生、間違団体など約　　　　・　　　　　　＝

む哨（ごC●ろにゐきんか　く右いね名じ　畠いきつ　ご　　廿い一い　ＳＷ●・ｔ　　　　　　　　　　　･Ｉ･ ・１５０人が参加し､黒岩知事も挨拶に来られた盛大なイベントでした。ＲＫＫか　・ I･　　＝

　お鮑たＩＣもｊうliSIまら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’らは大田理事長と萩原が参加いたＬました．【荻原記】　　　　　　　　SI　　’･･.･.I.　Jz　　’･゜　-゛

　　　　　　　　　　　　　　la

鸚

　　新入会員のみなさまへ：よろしくお謳います！

　　　　　　　　　入会正会員：　石村文鏡C戸塚区）（敬称略）
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私の文化交流
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留学生からのたより

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこは憲こi llりfz･い1･4だい1¶くいん1･ゐき15じょう�う1りふ　gんかいlll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学大学院環境情報学府陸海鋒（中国）

ＲＫＫの皆様、新年明けましておめでとうございます。いつもＲＫＫの皆さんのお世話になり、心から感謝し

ております。

　人生は自転車に乗るようなもので、後には進めず前に進むＬかありません。

今朝、目覚めると、もう２０１４年になっております。

　今思い出してみますと、ＲＫＫとの先生と出会ったのは一年半前です。横浜国立大学

留学生会館のドアに貼っていた「ボランティアの日本語個人指導を受けてみませんか」

というポスターを見て、応募してみようかなと思ったのが、ＲＫＫとの絆を結んだ最

初でした。

　私の日本語指導の羽jll先生は、毎週土曜日、留学生会館の会談室に来られ、新聞　私の日本●指導ａ羽jll先生は、毎週土曜日。豊学生●館の●麟塵に痢られ。新聞【羽lll先生との記念写真】

を一緒に読んだり、日本の学校の教科書を使って教えてくれたり、見学会も一緒に参加したりして、大変お世話に

なっています。

そうして、２０１３年の一年は、とても充実した留学生活を送ることができたと思っております。

　ところで、先日に、「ＲＫＫのような留学生支援の団体に対Ｌ、留学生の立場から、主にどのようなことを望み

　　　　　ふかみ　　●　　　　　　　　　　　　　にIIんごＬどｉこlにょう¦そ&lq･んないｆａｌｉｌｓこ11j廸ろｰs9ご（
ますか）と深水先生に聞かれました。ＲＫＫは留学生に対し、日本語指導､工場見学案内、ファミリー交流、中国

留学生を先生にした中国語の勉強会等を行っています。留学生は、その価値観や望んでいることがそれぞれ違い

ますし､来日中の滞在期間も異なるので､私としては､現在の授業方式による学生に応じて異なった個人指導が一番

よいのではないかと思･ｺております。また、ＲＫＫの先生は生活面でも、職業面でも、豊富な経験を持っていま

すので、日本での経験が少ない留学生に対して、「魚の釣り方」を教えるような、国境を越えた経験を受け継ぎ

が出来れば、留学生の将来の人生の道場で活用できるだろうかと思います。

　さらに、日本の学生と留学生を集まって、一緒に勉強会や討論会を行ったりすれば、様々な文化の交流を促進

　　　　　　Lよaiいこ（自いかんけいj･か　自著　●ず
できるし、将来、国際関係の深める基礎を築けることになると思います。【原文のまま】

りゆうがくせいかつ　さまざま
留学生活の様々
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祉這誦笠哭學哭學院盲面蜃(中国)

２０１１年･眺畝簿な曼t､笛栄辱･留りが蜜う盲uい霖､ﾆ､硲脳笠哭毎哭箪陥孤海uまに｡Γμ

３ヶ月の生活を振り返って、いろいろな感慨が浮かんできました。

　日本で生活するのは初めてのため、最初は困ったことが沢山ありました。日本語がよく

できなくて、区役所の登録手鏡や､携帯電話と銀行ロ座の開設、貰い物、学校の手続など、

日常生活の様４な場面で下手な日本語でチャレンジしてきまＬた。特に、授業に出ても、

先生の講義がよく分からなくて、とても辛かったです。その後、留学生センターの日本語

　　　　　　　　　　　　・儡ｌｌｌｔｓｓｒ　　　　Ｌ Ｉ'う　いを浬　に¦ﾖんご1jj4　すこ　　鳥授業に出て、ＲＫＫのボランティア先生の日本語指導を頂き、日本語力も少しずつ上が

　　　　　　　　い包liゐこんなん　ｃき　ａ　こ　　L●1e　　　　　　LilらいＬご１　けん●llかりどう　や4　!。　畠もってきました。一番困難な時期を乗り越えて、取得した日本語力が、将来の仕事や研究活動にも役に立てると思い

ます。

　M●1が(●かんち･l　うれ　　　　　たくさん　　　かまくら¦處こね　　めいLよ　1Jょこiとも鯉も　きそ　　をいようこ引まり･ん
　留学期間中の嬉しかったことは沢山あります。鑓倉や箱根などの名所への旅行、友達から誘われて太陽光発電シ

sS･t･●(あたてけんIQ　LiiがcりょうLりa4たLIltん　　　　　　　ll如　　　　こらlょうけんIり　さんかス予ムの組立見学、お正月料理の作り体験がありました。その他、ＲＫＫの工場見学の参加、ヒッポファミリー

　ｔｌ・■・ｌｔ・Ｗ　　　　　･ん･い　た(ll弓i･　　けいけん　　　　　　　　　　　た1･liんとお　　IZ11んにんSよのホームステイ、ボランティア先生のお宅訪問などを経験させて頂きました。このような体験を通して、日本人及ぴ

にIIんL●1･い　　　Lりかいすこ　　ふか　　　　　　　　1‘ろL　itS亀　ｙき日本社会に対する理解が少しずつ深くなりました。留学生同士の友達も出来ました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３



　一方、残念なこともあります。最初は日本語がうまく話せなくて、自信もあまりなかったので、同世代の日本人

　　　aj●l　ln罰罰ｌ門ｉｏｌｔｉｎｎ　　　　　　　　　　　赳　　　　　　　　　　　　　　aんねんかんとの交流やコミュニケーションすることができなくて、ちょっと惜しいこととなりました。せっかく日本で伺年間

も生活するチャンスがあるのに、同世代の人々と交流することがあまりできなくてとても残念だと思います。今現

在ちょうど日中の政治関係が悪化している時期で、同世代の日本人が中国に関して伺を思っているでしょか？日

中関係をどうすれぱよいのでしょうか？その他､いろいろな話題についてなるぺく多くの日本の方と話し合いたい

です。今こそ日中の民間交流やコミュニケーションを大切にするべき時期です。両国の関係改善することがとて

も大事だと私は思っております。

　若い内に、日本に留学できて、本当に良かったです。辛かったことも、嬉しかったことも、様々な体験によって

留学生活の素噴らしさを感じました。これからできるだけ多くの日本人の友達を作り、もっと楽しい思い出を作れ

るように頑張ります。（原文のまま）

DearSensei

皿

　　(お久ぶりですり!) Msoma Peter Shabani

　oct.19'h.2013メール

　l doing finc.How is Japan? lt has been a long timc sincc we contacted each other.

lgotmalTied and we got a baby boy.　Now he is one year old. Currently,l am working with

SMECcompanyaconsultingcompanyandlamsituatedinMozambiqueforthetimebejng｡

　l think every thing is going well there despite the thyphons strike in J叩an.ThatsallR）r

today, Please send my regards to RKK-Family, l do miss your Company so much.

l wish you a good day･（原文のまま）

Regards 　　:旨1『ｺ:j
l昌昌ご芯以芯r;yFT

日本語を学んで､広がIJ4jtl
哭學liivり端麗
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41謳纒ll!l圖溺迦強し始めてからすでに６年以上が軽ちました。簡単ですが、私の経歴を紹介いたします。

　　　　　　　　私は大学時代に中国の広東外国語大学で日本語を専攻して以来、日本へ留学することがずっと

夢でした。ようやく大学４年生になって、杏林大学の日中通訳翻訳特設コースの交換留学生と

して来日する機会に恵まれました。

そのためには、中国の大学の卒業を一年間延ばさなければなりませんでした。

しかし、日本での一年間は多くの人たちとの出会いにあふれ、日本語力もさらに磨かれ、

チャレンジに値にする一年になりました｡また､研究にも大きく惹かれるものがあったため、
　　　　　　ご　ふたた　　　　　もんたた　こくきいlfλご１●１●ｕｌｉｉｓｔｌ●ｉ　謹んこa　　　　　　　　lfλざい

大学を卒業後は再び杏林大学院の門を叩き、国際言語コミュニケーションを専攻するようになりました。現在は日
中通訳分野の研究を進めています。

　それでは、私白身が日本語を勉強する上で会得したものを分かち合いたいと思います。

これまで多くのことを学ぴましたが、ここでは大事なことを一点だけお伝えさせてください。日本語を勉強する上
　1･名liん　　　　ごじlっ1･rn･･tいにょａ　ｉｉｐｕｔ

ａｌｔｐｈｔtｐ：//www.たり
で一番大事なのは5091以上のインプットがあれば、アウトプットも自然に上達するということです。インプッ

　　　　　　　　　ｌｉｌｔｌｎｉｌｌ　　　　　　　　　　そり名ょ4　　　かL･こくご謐a

卜とは、いわゆるリスンニングのことで、アウトプットとは率直にいえぱ外国語で話すということです。これは私
白身の経験だけでなく、第二言語習得法を研究していらっしやる学者たちの研究成果でも示されています。大学２

年生の時に初めて日本人と日本語をしやべるチャンスを得たとき、あまりにも嬉しかったので、つたない日本語で
もその人としゃべりたい、もっと深い話をしたい、親しい友達になりたいと強く思うようになりました。そして、

一人になったときは、日本語音声を流しっぱなしにして、わからない単語があれぱ謂べたり、単語帳を作ったりし

て勉強しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４



そうＬているうちに､だんだんインプットの効果を強く感じるようになりました｡例え¦£毎回日本人の友達と会う

前に、話したいトピックを考えて、使えそうな単語を�ぺて行きます。しかし、友達からどんな返事をされるかは

予想できないので、注意深くその場で聞いて、分からなくても日本語で話してもらうように努力しました。

このような努力を半年続けたら、次第に耳が日本語に惶れてきて、日本語の感覚が巷われるようになりました。

そうすると、次第にアウトプットにあたる会話力も向上してきて、無意識に日本語での会話ができるようになりま

した。

　日本に留学できたお陰で、東京という国際的舞台で日本語を勉強する機会をたくさん持つことができました。

　　　　　　　　（IZDとU1　　　　　　　　　　　　　　　えt･ご名iiごくごｓａ一●ｌ●ｉａｌｔｉａｓ東京では多くの国の人々に出会うことができて、日本語だけでな＜英語や中国語でコミュニケーションをする機会を

楽Ｌんでいるうちに、自分の世界観や価値観も変わりました。本当にすぱらＬい経験をさせていただいて、留学中

に知り合った日本人の友人と日本語をきっかけに出会ったすぺての人寿に心から感謝しています。【原文のまま】
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きeね凡に噛いｰがつCsiLち¦ごち¦こ名　かな11釣liんあん　ＲＫＫは篤９回の日本語スピーチ大会を昨年１１月１７日〔日〕、神奈¦11県民

か･と15a・ltlr　　　ilsきい　　　　こんかいがいこ{しんIJ●5か(せい名●弓Lん　L名にん
活動センターにおいて開催しました。今回は外国人留学生を中心に７人のス

l ●●1s･　4&曹la　にIIんご仙りぺんふる　包よ5L●1L●き屯ど名をS　　ゆ９い一i!－カーが、勉強した日本語で熱弁を奮い、聴衆者共４、楽しくも有意義なひ

と時をもちました。スピーカーと発表の内容は下記のとおりです。なお、この日

本語スピーチ大会の詳細はＨＰ(草稿集)をご参照ください。

　皆さんのスピー苧の後､山田光義氏(元横浜国立大学教授)からスピーチそれぞ

れのポイントや話Ｌ方などについて懇切丁寧な講評がありました。

　また、スピーチ大会の後、第２部として、スピーカー、外国人を含む聴講の

方々を交えた交流会があり､親睦を深めました｡スピーチ大会には５９人(内、

留学生が１４人)が参加され､第２部の交流会も多くの方(５２人)の参加があり、

盛大でＬた。この日本語スピーチ大会は、外国の珍Ｌい事情に触れる場、留学

生と語り合う場などであり、ＲＫＫの活動に有意義なものであります。今後共に

皆様のご支援をお願いたＬます。スピーチ内容は次のとおり。(布津記)

615411ai狐゜ゴタ

【日本語スピーチ大会の状況】

【交流会の模様】
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「日本語指導法講習会」を振り返って 日本語指導グルーブ

　毎年、慣例の「日本語指導法講習会」が昨秋も１０月５日〔土〕から１２月２１日（土）まで、１０回の課程で聞か

れまＬた。今回は受講生が１９人と少なめでしたが、反面、熟心な受講者ぱかりだったようで、講師への質問が多

く、活発でした。新しい試みとＬて、全員に名札を付けてもらったこともあ･ｺて、受講生同士が大変に親しくなり、

今までになく和気あいあいとして楽しい講習会になったと思います。

　その日本語指導法講習会受講の感想を山崎氏よりいただきました。（下記ご参照）（岩科記）

　　　　　　　　　　　　　日本語指導法講習会を受講して　　　　湘南地区交流会山崎康啓

「イ形容詞･ナ形容詞」、「て形･た形」、「と・たら」…日本語文法として講師から説明受けると目が大きく開く。

初めて聞く話だ、普段こんなこと意識していないので、日本語は難しいなとつくづく

認識するに至る。

　講習会はみんなの日本語を中心に授業が進んだ。終わった後で、毎回配布されるプ

リントのほかに講師から補足のあった間違項目、類似項目、注意事項などを盛り込ん

だ「まとめ」を作成した。総計４１ページの自分用の指導マニュアルが出来た。

ところが、実際に指導してみると、知っていることと教えられることとは違うと強く

認識させられる。

　特に、日本語は全くと言っていいほど初めてという外国の人を指導することは、いざやってみるとこれが難しか

った。「挨拶、紹介、こそあど・一一」どのようにしたら学習者に理解してもらえるか、緩り返し、繰り返し悪戦苦

闘。折よく日本語講習会がスタートするので参加申し込んだ。先生から、また参加するのかと聞かれて、「ほとんど

日本語は初めての人を対象に自分の頭の中を整理するために再度勉強することにした」と返事。

　私が初心者指導に困っているので、今回の教え方にしてくれたのかな？

今回の講習会は以前の講習会よりもー圈平易でロールプレイも交えて実際的に教えてくれたので大変参考になった。

講師からの「ゆっくり話すこと」、「学習者の発言を待つこと」、「書き言葉と話し言葉の違いをはっきり指導するこ

と」…などの注意が心に残る講習会だった。

I●1し

尨う
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西地区交流会下村のり子

初めての留学生に１対１で日本語指導をし始める時、いくら待っても予定の時間に現れない人が、約１０年日本

語指導をしていてｲ可人もありました。

　予定通りの時間に現れなくても、２回目までは私は２時間近くは待つことにし

ています。海外ではこのような笑い話があるからです。r今日はバスが時刻通

りに来たと恩っていたら、実は昨日到着する予定のバスだった」。この話から、

大陸でのバスは２４時間以上走り綾けている国があり、そういう国から来日して

いる学生もいるので、気を長くして待つことにしています。３回目、約束の時間

に来なかった時、「私は交通費を自分で負担し、貴方のために半日は拘束されて

いる」旨をメールで説明します。この時、私の歳を必ず伝えています。

　このメールをすると、殆んどの人は休む時や運れる時は必ず連絡をくれるようになります。

　例外は、私が５８崖の時６５歯の大学の先生に日本語指導をしたのですが、この時だけは、どたキャン癖は治り

ませんでした。この経験から絶対に私より年上の方には日本語指導をしてはいけないと思っています。

　また、ある留学生の３回目のどたキャン時、私は「きっと寝過ごしている」と思い、電話で起し「洗顔して、服

を着替え、朝食を摂って来て下さい」と伝え、来るまで９０分、1こっと待っていたこともあります。

　お国柄やその人の性格も諸４知り、私に日本語を習っている留学生より、教えている私の方が精神的にも図太く

なって、どんどん成長しているような気がしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６

私の日本語指導¦



　　　　　　　(ＲＫＫの皆さんと大船観音等秋の散策)

　　　　　　　　　　　　　　Maria So1 Nakagama Gashu (アルゼンチン)東京藷術大学

The firsttime l went by ofuna Stationandlsawtheofuna Kannon､ lfellinlove with it and have

been wanting to see it up close eversince.However,even when l coUld

have easily gone by myself, lwanted to 9o with someone able to explain

me the meanin9 of that huge and beautiful statue that so quickly called

，myeye.

Finally,ejghtlfoundoutaboutavolunteergroupcalledRKKorganizingatourtothatexact

place.visitingthe caves(thatl didn'teven know existed)was a huge plus to me.

　Even when not all members speak En9lish， their willingness to make themselves understood is enough to

understand each other（speaking a mix of English， Japanese signs and even Spanish）.｜recommend to all

foreignerstocometothistypeoftour,you will meet incredible people there.

　visiting this type of places makes me realized that Japan might havebeen

very isolated as an island，butinthelastdecadeshasevolved really quickly，

and against popular thought， lbelieve Japan changes all the time and，

sometimes，really fast.lwonderifJapanesepeoplethemselves realize that.

　目ovedthecaves so much that l didn't tellmy family much about them， sol

couldtakethemwhenvertheycometovjsitme.lfyouhaven't been there yet, it'sdefinitelya must. l willonly say that

thecaves were carved into the limestone hillby meditating Buddhjst monks between

1200 and 1700｡

　Later we visited the 25-meter ofuna Kannon. lt was begun in 1929 as a

prayer for world peace but workwassuspendedin1934duetotheoutbreakofwar.lt

waslatercompletedin1960.1nthesmallhallinsidethestatue(entry atthe back)isan

etemal flame taken from the fire that ensued anerthe 1945 nuclear attack on

Hiroshima.Further to reclaiming its world peace aspirations， the temple features

stonesfrom9roundzeroinboththeHiroshimaandNagasakiatomicbombings｡

　lam very thankful to RKK for this opportunity, and l'm looking forward the nexttour!

Arjgatou 9ozaimashita.(原文のまま)

　　【Sol Nakagama さん見学感羞文の要旨】大船観音をはじめて見学し、その美Ｌさ、大きさに惹かれました。

大船観音や非常に音、仏教修行儀によってつくられた田谷の洞窟を訪ねて、日本が島国で隔てられていたこと、そ

して、日本がその後非常に発展したことなどを思い滓かぺまＬた。家族や外国人も連れて行きたいと思います。特

に、大船観音には、その内部に原爆被害の広島から来た仏像があり、また、寺院には広島、長崎で原爆を受けた石

が用いられ、これらは世界平和を祈念するための事であることを知りました。

　同行の皆さんとは､言葉の関係でなかなかコミュニケーションを取ることが鐘しいところもありまＬたが､英語、

日本語、スペイン語等をミックスしながら、少しは理解することができました。

　ＲＫＫの皆様には、このような機会をつくっていただきまＬたことを感謝します。次回の見学にもぜひ、参加し

たいと思います。【見学Ｇ漏水記】

　　Leかい･こうEよll寸&か（ＩＦｌｌｌｌｌろこ41　き4Lllじ鯵うい名ilつここaか　　をや　ど14りにょl僧ゐ巳　　励l&なかんSん　ie　き&1･L●　　【社会一工場見学グループ報告】昨秋１１月９日に「田谷の洞窟（定泉寺）」、「大船観音」を巡り、参加者

　１９人（内留学生５人）が留学生共々秋の敵愉を楽しみました。上記のSnl Nakagama さんの見学記には、私

共も改めて考えさせられる見どころが捉えられているようです。

社会･エ場見学



　　tりな14せいかつるみこうじょ弓　だいほんざんそうじじ　けんがく　　森永製菓(鶴見工場)、大本山纏持寺の見学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樋鷲一4哭學恥ｗ銘

¥必､lhヽdib盲いぞ馨･よう､jhヽくj､八分､JM､油いｄ。ａ。

讐さatl4花谷ljaMljiまり、６兪なが6も誕ilz一一u、bならお貿

　いに交流Ｌ、森永製菓鶴見工場を見学に行きました。森

　永製菓といえぱ､最初に思い出すのは大人気なキョロちや

　んで､その優しく親切な笑顔ですよね｡工場では､まず映像

聞きました。会話をはさみながらの説明は、終始和やかな

雰囲気に包まれ進みました。今まで知らなかった森永製品の歴史や製造過程

を詳Ｌく知ることができ､いよいよ次に迫った工場内への見学に､皆さんは更に期待を臆らませていたようでした。

そして、２つの見学を主に、麹切なお姉さんのご案内で、「DARS」と「小枝」を作る工場にそれぞれお邪魔しまし

た。エ場に入る際、エアシャワーなどを参加者白身が体験しながら、その衛生管理の檄底ぷりに驚きながらも、さ

すが真面目な国だと感心していました。工場内ではライン見学や試食などを通じて、小さなチョコしート１つを作

るのに想像以上に様4zなエ夫やエ程を経ていることを目の前で実感ＬまＬた｡そのご苦労を肌に感じ､みんなが様４

な充実した時間を過ごせたようです。

　お昼間時､みんなー緒に中華店で食事しながら､森永製菓鶴見工場の感Mを分か

ち合って過ごしました。●（笑）食べ物が美味しいですよ。

　午後、曹洞宗大本山纏持寺を見学しまＬた。８万坪の寺域には、大雄宝殿をは

じめ多くの国の登録文化財を有し､国際的な禅の根本道場として偉容を絢･ｺてい

　　　　　　　　　　　ゆ1惑い　てら　　　　　　　　い　　　6や{石{C●i●・t・r　ろ11･L11sいるそうです。すごく有名なお寺です。大本山纏持寺と言ったら、１ ６ ０メートルの廊下を紹介しないわけにはい

かない。ピカピカに光った廊下は修行憎の汗の賜物です。修行憎が毎日午前と午後２回の拭き掃除を一気に行う

そうです。案内者としての修行憎が朝食前の暮らしの様子などを紹介しなが

ら、大本山を案内してくれました｡みんなが興味を深くなりますよ｡午前４時ぐ

らいの明け前､まだ静寂の中のお寺が目覚めようとする時間です｡修行憎が寒い

うちに、座禅を始めます。午前６時朝の鐘の音とともに山内の漬桶がはじまり、

その後読経が入り、読経を通じて心が浄化されていくようです。午前７時半ぐ

らいに朝食を取ります。すごくないの？今、良く朝寝坊をした我４に対Ｌて、僧たちに学んで、自分白身が修行す

ぺきかなあと反省しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ●llつL1名｢こち　曾　　　　illult●●｢　今日はＲＫＫの皆さんのおか¦ずで、楽しく充実な一日を過ごしました。ボランティアとしての皆さんが我々留学

生たちのために、力を出して我々に助けてくださることを心から感謝し尊敬します。ほんとに、素晴らしい組織だ

と思います。これからも、いろいろお世話になります。どうもありがとうございました。(原文のまま)

　　　L●かい･こ弓じょiliんがくＩｒａｕ●ｌｌ弓こ(JChri･ｾ●･Ilu･巳●lにSりにCs弓よ･か　　　　　　　　　包んかL●にに●うにゐ1も　　【社会一工場見学グループ報告】クリスマスイブの１２月２４日に森永製菓と纏持寺を、参加者２０人(内

留学生１１人)留学生の申し込みがいつになく多く(急用で不参加もありましたが)、留学生共々、楽しく見学し

ました。見学の状況は上記に郭暁玲さんが目に見えるように詳しく書かれ、見学の実感が湧きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　よこはまこくりつだいがくｌｉｎｔ●ｒ　Ｐ・ｒｉｗかいさい[jjΞΞΞj]　　　　　横浜国立大学ウインターパーティ開催

　横浜国立大学惜例の留学生会館ウインターパーティは１２月ｌａ日〔金〕夕方、

ぐみょ9巳tj●うが(齢いかいかん･こ　　　　　　　　　かん名よaこ11やL磨ょIC● 1J●う1iく健L･
弘明寺の留学生会館で行なわれました。パーティは館長の小林教授、留学生

Ｌどう　ふｅいきょle●さい11い嘔1ひら　　かいむよう1‘lかL･か･鯉ゐわLり　あふ　　　　か{こ4指導の藤井教授采配の元に開かれ､会場の同会館談話室には溢れんぱかりの各国

　　　　　　　　　あつ　　にき　　　を一　こんL&.i.か　　　　　　　　　　iiんからの留学生が集まり、賑やかにお互いの懇親を深めていました。バー予ィには県

こ4さいi･かんけLILや1･ 4 亀4RstlryClub　　　　　　　みなみ屯4　ふつ　　ふるｅ国際課の関係者、各地区ロータリークラプ、ＲＫＫからは南地区の布津さん、古谷

　　　　おおた　Li9廿昏　　　ふか　　　　駒おた●さんと大田が出席、交流を深めました。(大田記)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私の中国語学習

　　　　　　　　　　　　　＜ＲＫＫとの出会い、鐘＜長＜ても話せるように＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国語学習グループ椙山規子

　私が中国語と皺Ｌみ始めたのは＋数年前、市の広報を通して、ある会館で開催されている『留学生による中国語

講座』の存在を知り、「やってみようかな」と軽い気持ちで応暮した単純な動機からでした。そ

こで、ＲＫＫの会員の方に遭遇し、ＲＫＫに『中国語学習グループ』があることを聞き、講座終

了後、早速ＲＫＫに入会し『中国語学習』に参加しました。

　高校時代、「漢詩」を朗詠された漢文の先生を思い浮かぺ、あの時は「よかったなあ」、これか

らが「楽しみだなあ」と。

　でも、初期、理実は違いました。先生のお話は聞き取ること（聴解）ができません。自分で読

む中国語は「発音」の基磁力不足で「おかしな中国語」になってしまっていたように思います。

中国語は「発音」が錐しいと多くの人が口をそろえます。私もそうでした。漢字は簡体字があっ

ても親Ｌめました。

　　『中国語学習』のグループのみなさんが誰でも受け止めていこうとしてくださる雰囲気に助け

＋数年の間、出席Ｌたり欠席したりの練り返Ｌ、中国語の上達には程遠いのですが、細く長く継続できて、中国語

に触れる楽しみを実感しています。

そＬて、個性豊かな会員の指導に力を注いでくださる老師に感謝Ｌて。

匠五万］
こっけい　げいしんれんかんかい　さんか

国慶＆迎新聯歓会に参加

　恨例の国慶節と合わせて新人歓迎会が、２０１ａ年１０月ｓ１日、中国留学生学友会(横浜国立大学)によって、

開催されました。参加の来賓は、ＲＫＫをはじめ４団体・自治体でした。我がＲＫＫの大田理事長からＲＫＫの

留学生支援のスタンス等を含めた挨拶がされました。会場(大学生協内)の大きさにそぐわないほどの大型の

日中両国の国旗を交差掲揚し、高会長はじめ、学友会の皆さ

　　　　¦こ9ち●lゆうこう　laad　も　あ　屯11ら　l･んは「日中友好ムード」の盛り上げに力を入れ、日中友好ムー

　t･りljい　　1（　もんかいIIIふ4かい111　　　　L・み　lulj°「tドー杯でＬた｡特に､廸海鋒副会長はＲＫＫに親身にサポートＬ

てくれています。歓迎会は留学生の参加が多＜、料理はアッとい

う閣もなく完食の状態でした。懇談と共に胡弓の演奏もありま

した。（漏水記）

j

-j4ぃ‾-7郷ぐ,l｡が

'I｀.゛｀ﾌﾟ抑･･.｀･J 'ぞ j'゛‘“

　■　●･.･ ･.●･　　　　　k･1j1
“
i
　
y
3
.
1
1
｡
1

Ｊｓ
“
ｌ

－

11

会員募集中【活動の見学･体験大歓迎】
一正会員：ＲＫＫ活動にご興味をお持ちの人には「入会の手引き」・会報や最近の行事案内などをお送りします。

　　　　　　詳ＬくはＲＫＫホームページをご参照下さい。

・賛助会員：ＲＫＫ事業の趣旨に賛同され、賛助金として一口（年額一口1､000円）以上をご提供いただきますと、

　　　　　　ＲＫＫニュースを定期的にお送りします。

・郵便振替口座記号番号:00290-2-140517、　加入者名：「留学生と語り合う会」

　　　　　活動にご興味をお持ちの方には¦’入会の手引き」･会報や最近の行事案内などをお送りしますので、

　　　　　　ＲＫＫ連絡先（最終ページに記載）にご一報願います

私の中国語学�



ＲＫＫニュースのメール送付について 広報委員会

　　ＲＫＫ広報委員会では、ＲＫＫニュースを会員と留学生へのメール配信を進めています（メール受信可能者の

み）。経費支出額の最も多いニュースの発行経費（特に、送料）の削減を図ります。昨今、情報のメール配信の環境が

整い、メール配信が普及しています。さらに、メール配信によって、配信（広報）の拡大（元留学生等への配信）が期

待できます。ついては、５３号ニュースを試験的にメール配信Ｌ、会員の皆様にニュースのメール配信についてア

ンケート（２回実施一初回の未回答者もあり、その意思確認のために再度実施）しました。

その２回目の結果は下記とおりです。

　　・メール受信可能者数　８７人　【会員総数　１００人】（アンケート実施時）

　　・アンケート回答者数　５８人（内）メール配信可５１人、メール配信不可７人（冊子体希望）

・未回答者数 ２９人（注）アンケート時に未回答者はメール配信可とした。

m

今年度４－１２月において、この期間におけるマッチング成立は、５８件となりました。

　　(深水記)

会員委員会

１２月２Ｓ日現在、留学生８２人、社会人１１人、計９３人を５７人の会員が指導しております。１チューターが

平均１．６３人を敢えている計算になり、チューターに負荷の増加傾向が見られます。

同時点で、マッチング待ちの指導希望者は４人。９月時点とは逆に指導者不足が心配されます。

　次号では、前任の岩永氏から頂いた２０１０年度－２０１２年度の統計データに２０１３年度を加え、ここ４年

間の傾向をご報告したいと思っております。（矢野記）

蒔面

　〈〉12/23かながわ県民センターにて、2013年度第２回定価理事会が開かれ、2013年の目立った成果として、

　　より一層充実した日本語スピーチ大会、価値ある情報をスピーディに掲載しているホームページそして

　　新たに企画したRKK文化祭があげられることを確認した。

ほTIT乃TFﾃﾞTiT河

　◇12/23午後、神奈jll県民センターR711にて23人のスタッフの参加のもと、2013年度に３回スタッフミーティ

　　ングが行われ活動グループ、地区交流会、委員会それぞれからの報告・連絡そして相談事項について話し

　　合った。ディスカッションタイムには｢日本人会員の募集活動(リクルート)｣についての情報の共有化と

　　意見交換がなされ、今後の活躍が期待された。

面々刄二‾51

　◇日本語指導G:11/17の日本語スピーチ大会には７人の発表のもと総勢60人が参加した。

　　　　　　　　第18回日本語指導法講習会は19人の受講生のもと12月21日に無事終了。

　◇ファミリー交流G: 11/17にKANAFAN STAI】ONにて初めてのRKK文化祭を実施Ｌ約40人が参加。

　◇中国語学習Ｇ：女性陣の参加が増え、活性化。新年から新たな期に入る。

　◇社会一工場見学G:12/24森永製菓、纏持寺を見学。20人が参加。

竃薮面

　◇東地区：スタッフの強化を検討中。１月に交流会を予定。

　◇西地区:12/1に会員向け第２回パソコン勉強会を実施し大好評。恒例の交流会は10/26に開催した。

　◇南地区:11/4地区交流会を実施。日本語指導希望の留学生が急増し日本人会員とのバランスを調整中。

◇北地区:10/26留学生を交えた会食形式の交流会を実施。

◇中央地区：櫓国大姉沢寮にて留学生のリクルートを推進。

◇廂南地区:12/10に交流会を躍沢にて実施。地区会員12人中11人が参加
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雁顧

　◇会員委員会：新任スタッフを加え12/23マッチング検討会を実施。

　◇広報委員会:RKKニュース54号の編集作業およびメール配信への移行推進。HPの更新。

　◇企画委員会：寄付・賛助金の取り扱い。

　◇会計委員会:1/21決算検討会を実施。

　◇事務室：理事会・スタッフミーティングの開催。

　　　　　　　　　　　ＲＫＫホームページに「会員のひろぱ」オープン！

　「会員のひろぱ」を通じて留学生に対する支援、交流体験の他、コンサート、映画、絵画など趣味の情報交換にも利用

できます。会員限定のページです。掲載希望の会員はメッセージをＲＫＫ広報委員会スタッフにお知らせください。

　　　　投稿先メールアドレス:su ita1526　♭♭.ne.’

　　　　掲載ホームページアドレス:http:/Zh･mepage3.niay.com/rkk/

｜

　地区からの便り

lzl;港哺ｍＺＥｉ蛋－l;t 湘南地区交流会

　ＲＫＫ湘南地区交流会には、毎回ＩＯ人～１１人（会員数は１２人）と多くが参加され、日本語指導を中心に互

いの活動状況、トピックスや問題点等を話し合い、指導や活動の参考にしております。本年は４回（２月、５月。

９月、１２月）開催しまＬた。

皆様が披露された指導･活動中のトピックス（１２月交流会一写真）は､例えぱ､･日本語個人指導状況の参観があり、

会話中心の和気あいあいの指導が気に入り、再度の参観希望があったこと、・日本語スピーチ大会に参加したヘレ

ンさん（香港）への指導エピソード、・ヘンな？日本語のために、日本人とのコミj1ニケーションがうまくいかない

ケース、・留学生の会話に見られる国民性のエピソード〔聞き流しができ

ない等〕、・日本語指導法講習会で日本語初心者向けの指導方法が特に参

考になったとの感想、その他、日本語指導のいろいろなエピソードが紹介

されました。さらに、地区スタッフより学習希望者の入会申込み、指導願

い、非留学生の会費納入等の仕組みの詳細を周知されたこと〔湘南地区は

留学生が少なく、非留学生への指導が相対的に多く、手続きが複雑〕等々。

ちなみに、湘南地区交流会では１４人(留学生：６人、非留学生；８人／

１２月現在)に日本語指導をしています。(漏水記)

留学生の皆さんへ/For lnternationaI Students

　　　4‘Iら144j。6liiyiiiをi,tl:。・6・，

RKKは下記の日本語指導（Japanese Language Tutormg）を行なっています

・日常会話（Daily Conversation）　・ビジネス会話（Business Conversation）

・卒論、レポートの文書指導（Wrltmg Japanese Thesis ＆Report）

・新聞／書籍等の読解（Readinl Newspaper ＆B･oks）

その他に、一工場見学／社会体験　・留学生との交流イペント等を開催しています

詳しくは、HomePage（Web Site）「豆瓦瓦‾‾瓦i;6‾1で検索してください。
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よこはま夢ファンドのご案内

横浜市には、ボランティア団体の活動支援を目的としだよこはま夢ファンド’･の

制度があることをご存知でしょうか。

本ファンドヘの寄付を通じてＲＫＫの活動を支援して頂けます。ご協力をお願いし

ます。

詳細は､匹で検索してください。

〃●
一

｀いうヽれ結ひ広場

とつかお結び広場に初参加

望が望まれていましたが、会場確保が困難でした。たまたま１２／１午後に空い

たため急濾、西地区第２回パソコン勉強・相談会を行うことがその後に決まり

ました。そのため地区交流会スタッフ３人のうち２人と会員委員会スタッフの

私３人で事前打合せを行い、出展内容、説明会出席や事務室に協力していただ

き、展示ポスター取りまとめなどの分担を決め進めることにしました。

　当日は説明員もａ人交代では手薄なので、さらに３人の方にお願いし来訪会

員１人にもお手伝いいただき、７人で対応Ｌ無事終了Ｌました。その他、パソ

12

(企画委員会)

　１２月１日(日)とつか区民活動センター(東戸塚駅前)主催の第４回｢とつかお結び広場(ボランティア祭り)｣が、

戸塚区役所で開催されました。

ｊ　ｌ 参加団体は１４９団体でＲＫＫは初めて参加しました。日曜で天気

　､。に恵まれ､駅直結の区新庁舎という便利さもあって大勢の来場者で

｡;・　　　　　　　‥　　　・　　　、賑わっていました｡会場は区庁舎２、３階と、駅と庁舎を結ぶ連絡

I:j.。、　　　　｡､1　‥‥‥　　‥　≒･　｜路も使って行われましたが､イベント特設ステージがＲＫＫ展示ブ
jご

ご

ｰ引に玉匹苔匹ぷ居Fぶ

皿㎜族衣装を着た小・中学生による舞踊などが披露されていました。

　来訪者のうち５．６人からは熱心な質問があり、ＲＫＫニュースや入会の手引き他の資料も２０部ほど持I帰られま

した。子供速れの方も多く、出展ブースのスタンプラリーなどに興じていました。

　今回は８月初めに、たまたまセンターに寄り、センター情報紙を眺めたところ「出展団体一個人募集中！」のお

知らせが目に入りました。会員リクルートによい植会なので、早速、西地区交流会スタッフ、事務室スタッフに参

加検討を呼ぴかけ送りました。ちなみに、以前から大田理事長にはニュース発行毎に区民活動センターに持参して

いただいています。また前回、西地区交流会（アノ２８）の中で行ったパソコン勉強・相談会が好評で、次回開催の要

コン勉強会がない午前中には、理事長の他６、７人の会員や旧会員も訪れました。（会員委員会池添記）

　　　　　　ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（ＲＫＫ）

連絡先:〒245-0008　横浜市泉区弥生台９－１－１２－４０７　萩原　敦

Ｅメール:　rkk1025omcSvahoo.co.ip:’rbl＆Fax: 045-813-8327

ホームページ:http:池omepage3.ni肪com/rkk/

Friendship Association fbr lntemational Students and Japanese M）lunteers

RKKニュース編集：ＲＫＫ広報委員会（新年号担当）深水智明Jan.30,2014
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